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大幅賃上げで経済を立て直そう

２０１４年２月 「ＥＬＩＣ」号外 （４）

「
賃
上
げ
こ
そ
デ
フ
レ
脱

却
の
道
」
「
内
部
留
保
の
活

用
で
大
幅
賃
上
げ
と
国
内
設

備
投
資
を
」
と
訴
え
て
き
た

運
動
の
反
映
が
、
政
府
や
財

界
を
大
き
く
動
か
し
て
い
ま

す
。
国
会
の
場
で
、
首
相
も

「
内
部
留
保
を
賃
上
げ
に
回

す
べ
き
」
と
答
弁
し
、
甘
利

経
済
再
生
担
当
大
臣
は
テ
レ

ビ
番
組
で
、
「
企
業
収
益
が

上
が
っ
て
い
る
の
に
賃
金
を

上
げ
な
い
、
下
請
け
代
金
を

上
げ
な
い
の
は
恥
ず
か
し
い

企
業
だ
と
い
う
環
境
を
つ
く

り
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
情
勢
の
変
化
は
、

大
幅
賃
上
げ
を
獲
得
す
る
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

連
合
で
は
、
１
％
の
ベ
ア

要
求
の
根
拠
を
、
「
過
年
度

物
価
上
昇
プ
ラ
ス
α
」
（
１

３
年
度
の
物
価
上
昇
約
０
・

７
％
）
と
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
こ
れ
で
は
、
今
後
見
込

ま
れ
て
い
る
消
費
税
ア
ッ
プ

と
円
安
に
よ
る
物
価
上
昇
な

ど
に
よ
る
賃
金
目
減
り
分
が

ま
っ
た
く
考
慮
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
日
銀
の
予
想
で
は
、

来
年
度
の
物
価
上
昇
は
３
．

３
％
に
な
る
と
発
表
し
て
い

ま
す
。
全
労
連
と
中
立
労
組

で
つ
く
る
国
民
春
闘
共
闘
は
、

物
価
上
昇
や
消
費
税
増
税
を

考
慮
し
て
、
「
誰
で
も
時
間

額
１
２
０
円
以
上
、
月
額
１

万
６
０
０
０
円
以
上
（
月
額

５
・
３
％
ア
ッ
プ
）
」
の
要

求
を
掲
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

私
た
ち
の
最
低
限
の
要
求
で

す
。
ま
た
２
０
０
０
万
人
以

上
に
も
な
る
非
正
規
労
働
者

の
賃
上
げ
に
は
、
均
等
待
遇

の
保
障
と
全
国
一
律
最
低
賃

金
時
給
１
０
０
０
円
の
早
期

の
実
現
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

安
倍
政
権
は
、
「
世
界
で

一
番
企
業
が
活
動
し
や
す
い

国
に
す
る
」
と
し
て
、
労
働

法
制
の
規
制
緩
和
を
強
行
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
単
な
る
規
制
緩
和
で
は

な
く
、
労
働
者
の
権
利
を
根

こ
そ
ぎ
奪
う
も
の
で
す
。
そ

の
第
一
は
、
派
遣
法
の
規
制

条
項
（
業
務
や
期
間
）
を
な

く
す
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
不
安
定
で
低
賃
金
の
派

遣
労
働
が
一
気
に
増
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
第
二
は
解

雇
規
制
の
緩
和
で
、
解
雇
を

自
由
に
行
え
る
ジ
ョ
ブ
型
正

社
員
制
度
や
解
雇
の
金
銭
解

決
な
ど
で
す
。
第
三
は
労
働

時
間
法
制
の
緩
和
で
、
残
業

ゼ
ロ
と
な
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・

エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
の
導
入

や
、
裁
量
労
働
制
の
対
象
者

の
拡
大
で
す
。

こ
れ
で
は
、
長
時
間
労
働

や
サ
ー
ビ
ス
残
業
が
蔓
延
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
の
春
闘
は
、
大
幅
賃
上
げ

を
獲
得
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

安
倍
首
相
は
、
財
界
に
「
賃
上

げ
」
を
再
三
に
わ
た
り
要
請
し
、

財
界
は
「
賃
上
げ
を
考
慮
」
す
る

と
応
対
し
て
い
ま
す
。
大
手
労
働

組
合
は
、
５
年
ぶ
り
に
「
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
」
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

働
く
者
の
給
与
は
、
１
９
９
７

年
を
ピ
ー
ク
に
し
て
、
そ
の
後
は

年
々
減
り
続
け
、
年
間
で
６
０
万

円
の
減
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

電
機
や
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
で

は
、
賃
金
の
カ
ッ
ト
、
一
時
金
の

減
額
や
不
支
給
な
ど
の
賃
金
抑
制

が
行
わ
れ
て
お
り
、
生
活
の
苦
し

さ
は
増
す
ば
か
り
で
す
。

２
％
の
物
価
上
昇
を
め
ざ
す
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
円
安
の
影
響
で
食

料
品
な
ど
が
値
上
が
り
、
４
月
か

ら
は
消
費
税
増
税
が
待
ち
か
ま
え

て
い
ま
す
。

職
場
か
ら

「
こ
れ
以
上

の
生
活
悪
化

は
耐
え
ら
れ

な
い
。
大
幅

賃
上
げ
で
、
生
活
向
上
を
」
の
声

を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

長
引
く
デ
フ
レ
不
況
は
「
賃
金

抑
制
と
リ
ス
ト
ラ
→
内
需
が
冷
え

込
み
業
績
低
下
→
賃
金
抑
制
と
リ

ス
ト
ラ
」
と
い
う
負
の
循
環
が
も

た
ら
し
た
結
果
で
あ
り
、
大
幅
賃

上
げ
で
、
景
気
の
好
循
環
を
つ
く

り
だ
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
は
、
労

働
者
の
生
活
向
上
と
景
気
回
復
を

め
ざ
し
て
「
だ
れ
で
も
時
間
額
１

２
０
円
以
上
、
月
額
１
万
６
０
０

０
円
以
上
の
賃
上
げ
（
５
・
３
％

の
ア
ッ
プ
）
」
の
獲
得
を
１
４
年

春
闘
の
基
本
要
求
と
し
て
呼
び
か

け
ま
す
。

非
正
規
雇
用
で
働
く
労
働
者
は

２
０
０
０
万
人
を
こ
え
、
年
収
２

０
０
万
円
以
下
の
労
働
者
は
１
０

０
０
万
人
を
こ
え
る
深
刻
な
社
会

に
な
っ
て
い
ま
す
。

賃
金
、
労
働
条
件
の
均
等
待
遇

を
ベ
ー
ス
に
、
派
遣
や
非
正
規
の

労
働
者
の
権
利
を
保
障
し
て
い
く

労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
改
正
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
は
、
電

機
で
働
く
非
正
規
雇
用
労
働
者
を

は
じ
め
す
べ
て
の
労
働
者
が
、

「
産
業
別
最
低
賃
金
と
し
て
時
給

１
０
０
０
円
以
上
」
を
要
求
し
ま

す
。電

機
や
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
で

は
、
２
０
万
人
を
超
え
る
人
員
削

減
が
強
行
さ
れ
て
お
り
、
雇
用
を

守
る
取
組
み
は
い
っ
そ
う
切
実
さ

を
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
は
、
電

機
労
働
者
懇
談
会
と
協
同
し
て
、

職
場
の
人
た
ち
と
力
を
合
わ
せ
て
、

電
機
大
リ
ス
ト
ラ
に
対
し
て
敢
然

と
た
た
か
っ
て
き
ま
し
た
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、
東

芝
、
ル
ネ
サ
ス
、
日
立
な
ど
で
は
、

労
働
者
が
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン

に
加
入
し
て
、
退
職
強
要
や
不
当

解
雇
を
は
ね
返
し
、
安
心
し
て
働

け
る
職
場
を
め
ざ
す
た
た
か
い
に

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
ル
ネ
サ
ス
の

リ
ス
ト
ラ
な
ど
で
は
、
早
期
退
職

な
ど
で
の
大
規
模
な
人
員
削
減
と

合
わ
せ
て
、
地
方
工
場
の
閉
鎖
も

引
き
お
こ
し
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
自
治
体
で
は
、
雇
用

と
地
域
経
済
が
破
壊
さ
れ
る
深
刻

な
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
企

業
は
、
内
部
留
保
を
活
用
し
て
雇

用
と
地
域
経
済
を
守
る
た
め
に
社

会
的
責
任
を
果
た
す
べ
き
で
す
。

今
春
闘
で
は
、
大
幅
賃
上
げ
の

獲
得
と
合
わ
せ
て
、
雇
用
と
地
域

経
済
を
守
る
た
め
に
、
職
場
と
地

域
が
力
を
合
わ
せ
、
運
動
を
前
進

さ
せ
る
た
め
に
力
を
尽
く
す
と
き

で
す
。

一人ひとりが職場から声をあげましょう

厳
し
さ
を
増
す

生
活
に
ス
ト
ッ
プ

デ
フ
レ
不
況
の
克
服
は
、

誰
で
も
大
幅
賃
上
げ
で

ひとりでも入れる労働組合

電機・情報ユニオンに相談を
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雇
用
と
地
域
経
済
を

守
る
春
闘
に

誰でも大幅賃上げを、雇用と地域経済を守る春闘に

産
業
別
最
低
賃
金
は
、

時
給
１
０
０
０
円
以
上

大
幅
賃
上
げ
を

勝
ち
取
る
チ
ャ
ン
ス

連
合
の
ベ
ア

１
％
要
求
は
不
十
分

労
働
法
制
改
悪
を

阻
止
し
よ
う



◆専任職の給与を大きく見直すべきだ。入社4年目で手取り

16万以下（住宅手当金含む）はさすがに少ないと感じる。

総合職だけでなく、正社員の専任職に目を向けてほしい。

本当に困っている。（日立）

◆事業再編、事業売却があたりまえのように行われてきて

いて、非常に不安を感じている。昔はこんなではなかった

はず。（東芝）

◆SEですが、PJによってコロコロ転勤がある。会社の仕事

は大切だが家庭の事も考えてほしい。（ＮＥＣ）

◆派遣労働者が増え続けているが、無権利状態でただひた

すら働くのみ、大変なことだなと、いつも感じている。

（ＯＫＩ）

◆会社の業績が悪いので、賃上げ要求などは無理で現状維

持でも良い。業績が回復傾向であれば賃上げ要求を求めた

い。（シャープ）

◆ルネサス山形鶴岡工場で働けなくなるのは、本当に生活

できなくなり困ります。とにかく継続して働いていける安

定した職場環境に戻れるようにしていただけたら、ありが

たいです。（ルネサス）

◆間接員の為、毎月サービス残業を行っている。５０～６

０時間残業して５時間のみ申請。経費削減理由にて強制。

改善して欲しい。（富士電機）

◆17：30～18：00の３０分間が休憩時間とされているた

め、実際に18：00まで仕事したとしても、３０分間がサー

ビス残業となる。また、残業申請は「事前」が必須のため、

飛び込みの仕事に対応する場合は不可能であり、また、事

後申請を試みる場合も上司への説明が必要なため、申請せ

ずに諦めるケースが多々ある。（リコー）

◆正社員がだんだん契約、派遣社員に置き換えられていて

不安がある。（サンケン）

◆開発、設計、評価のすべてが超短納期で近い将来リコー

ルやPLで大問題にならないか怖い。（安川電機）

アンケートに寄せられた声！

生活改善必要額(月額)３万円以上が７９％に達す！
アンケートへのご協力ありがとうございました電機懇と電機・情報ユニオンが協同して取り組んだ１４春闘要求アンケートに

全国の職場から協力を頂きありがとうございます。１月初旬までに寄せられたア

ンケートの中間集計８００枚を超える結果から特徴を報告します。

寄せられたアンケートは、非正規の方が１０.８％、再雇用者も１１.４％でし

た。男女比では、女性が１３.０％です。年齢分布は、２０歳代が１０.８％、３

０歳代が２６.０％、４０歳代が２６.０％、５０歳代が２０.０％となっています。

切実な要望・意見が２４.３％の方々から届きました。「あなたの生活は、月額

あといくら必要ですか」の加重平均は３万６７７３円となりました。

（％）

（％）

あなたの生活に月額あといくら必要ですか？（年代別比較）

生活実感では、依然として「かなり苦しい」

「やや苦しい」を合わせると全体集計で６４

％と多数となっています。

年代別のピークは、５０才代が７０％となっ

ています。雇用形態別では、非正規の６９

％を越え再雇用が７１％と最も高く、正社

員でも６１％になっています。残業をしてい

るかどうかの分類では、残業なしが６７％、

４０時間以上でも５２％となっています。

一番多いのは「心の病で治療している」

の人で９１％にもなっています。

（％）

昨年に続き設定した「心身の不安」の結果は上グラフの内

容です。２０歳代でも「健康」が６８％であり、「心の病で不安」

と「心の病で通院・治療中」の年代別集計は、２０才代でも９

％もあり、４０才代が最高の１４％となっています。

困っている・不安なことでは、全体で「年金・老後」が２８％

で、２０才代でも「低賃金」３６％に次いで１６％となり、非正

規の人も「低賃金」３７％に続き「年金・老後」が２７％となっ

ている事に政治の無責任さを感じます。「人員削減」では４

０才代が昨年の１９％から２１％と多くなってます。

月額あといくら生活に必要ですか？では、金額的に５万円以上が４２％と多数で、

全ての年代別集計でも生活の苦しさを反映して高額要求となっています。

心身の不安はありますか？


